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史家　津田左右吉
はじめに太平洋（大東亜）戦争がおわってからもう七十余年にもなる。筆者などは、終戦のときまだ赤ん坊であったから、戦中のことは何も記憶がない
が、空襲警報が出て、親におこされると、すぐ母親の背に手をまわしたというから、子ども心に戦争はこわいものだということが身にしみていたらしい。
ものごころがつく年ごろになって、大人から戦中、戦後の苦難の時代のことをよく耳にする機会があり、いまとなっては、それらはいずれも貴
重な話である。
わが国は、世界の列国と無謀な戦争をはじめ、三年八ヵ月ほど戦って、亡国の一歩てまえで全面降伏し、七ヵ年ほど連合国軍に占領さ 国家
としての独立をうしなった。
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あり、ましてや天皇家の系譜
000000
について疑惑
00
をいだき、それを文字にすることは、皇室の尊厳にたいする冒瀆（たっとくおごそかなることをけがす
こと）であった。
右翼が跳梁し、軍国主義路線を邁進していた昭和十年代
―
津田左
そ
右う
吉きち
というワセダの教授は、東大法学部に出講したことが祟
たた
って筆禍事件に
まきこまれた。
本稿は天皇制絶対主義治政下の裁判において、真理と学問の自由のために孤軍奮闘した津田と、戦後の共産党の天皇制打倒の攻勢に抗し、皇室
擁護論者となったかれの矛盾する態度について べたものである。
一
　
いわゆる「津田事件」
昭和十五年（一九四〇）のおもな出来事といえば、海軍大将米内光政（一八八〇～一九四八）の新内閣が発足し（１・
16） 、民政党の斎藤隆夫
（一八七〇～一九四九、東京専門学校をへて、イエール大学の法科大学院に留学、のち弁護士となる）が近衛声明（昭和十三年［一九三八］ 、第一次近衛内閣が発した蒋介石政権否定の声明）を非難し（２・２） 、ついで反軍演説をして衆議院から除名されたことである（３・７） 。
斎藤が近衛声明を責めたのは、つぎのような点であった。
―
現実を無視し、ただいたずらに聖戦（正義の戦い）の実名にかくれて国民的犠牲を閉却し、いわく国際正義、いわく道義外交、いわく共存共
他からの束縛をうけず、じぶんの意志でふるまうことを自由とよぶとすれば、戦前の日本
の軍国主義の時代には、自由とよばれるものは何ひとつなく、だれもが息苦しい閉塞した社会のなかで、ひっそりと暮らすしかなかった。それが終戦を境に 国民は自由の抑圧者から解放され、晴れて自由を享楽できるようにな
思想信条、発言の自由がえられるや、戦争に協力した軍閥・官僚・財閥など保守的勢力に
たいする風あたりがつよくなり、また共産党や自由主義者による天皇制打倒の声も高くなった。
戦前においては、 〝天皇〟の名を軽々しく口にするだけで官憲にひっくくられるきらいが
斎藤隆夫
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栄、いわく世界の平和、かくのごとき雲をつかむような文字……
この年、国内では聖戦の意識づくりが活発化し、ドイツの電撃作戦の勝利に影響された陸軍は、ドイツやイタリアとの提携をのぞむようになり、
のちに日独伊三国軍事同盟がむすばれ、また大政翼賛会（近衛が中心になって設立した全体主義的国民組織）が成立した。
ファシズム（独裁的国家主義）やナチ思想の影響は、軍部や右翼団体の言動にいちじるしく現われ、かれらは政治や経済にも圧力をくわえる
うになった。
昭和十五年（一九四〇）一月十八日の朝
―
早稲田大学文学部の掲示板に、津田先生が「病気」のため辞任するといった紙がはり出された。学
生はみな辞任理由が不当なものであり、便宜的なものであることを知っていた。
突然の辞任さわぎでいちばんめいわくするのは学生である。講義はまだ全部おわっていないばかりか、学年末テスト、卒論の審査がのこってい
た。
辞めてゆく津田先生とは、文学部史学科教授・津田左右吉（一八七三～一九六一、大正・昭和期の歴史学者。明治二十四年［一八九一］東京専
門学校政治科を卒業。戦後、日本学士院会員、文化勲章を授与される。 『津田左右吉全集』 ［全
33巻］岩波書店より刊行）であった。
かねて東京地方検事局の平野思想部長と玉置主任検事は、津田左右吉（六八歳）を出版法違反のかどで取調べていたが、三月八日午後、木村法
相の決裁があったので、同人および版元の店主・岩波茂雄（六〇歳）を出版法第二十六条に該当するものとして起訴した。この法律は
―
皇室の尊厳を冒とくしたり、政体や国体を変革しようとする文書や図書を出版しようとしたばあい、著作者、発行者、印刷者は 一ヶ月以上、
二年以下の禁錮に処せられ、かつ二十円以上、二百円以下の罰金を附加するというものであった。
津田が起訴され、のち発禁（発売）処分をうけたの つぎの四書である。
『神代史の研究』 （岩波書店、大正
13・２）
『古事記
及
日本書記の研究』 （岩波書店、大正
13・９）
『日本上代史研究』 （岩波書店、昭和５・４）
（4）113
『上代日本の社会及び思想』 （岩波書店、昭和８・９）
このときワセダの学校当局にたいして文部省から交渉があり、総長は文部省において何か約
やく
諾だく
（約束して引きうけること）をあたえたようであ
る。津田は総長と懇談的に三回会ったとき、問題になっている書物を当分絶版にしてほしい旨の話があった。が、津田は承知しなかった。
かれにはじぶんの書物を絶版にする意味がわからなかった。突然、学問上のしっかりとした理由もなしに、長いあいだ世間に出まわっていた書
物を絶版にしたり、発売をさしひかえることは、できない相談であった。しかし、学校 たいする長いあいだの情義や総長を窮地におとし入れくなかったこともあって、みずから身をひいたほうがよい、と判断し、退職した（第十八回の公判のときの津田の証言による） 。津田の後任には、日本思想史の権威で校友の東北帝国大学教授・村岡典
つね
嗣つぐ
が担当した。
学校当局は、法廷の判決をまたずして、津田に
筆ひっか
禍
を理由に辞職を迫ったといった記事（ 『早稲田大学新聞』昭和
21・６・
15付）は、誤報であ
る。
津田はいったい誰によって告訴され、だれがその働きかけをうけたのか。また津田の著作のいかなる部分が出版法 抵触したのであろうか。太平洋（大東亜）戦争がはじまる前夜
―
昭和十四、五年ごろの時代風潮は国粋的な思想傾向がつよく、軍部の力は、政治や思想や学問にまで
及ぶようになり、その自由をおびやかすまでになっ 。思想統制のおおもとは、内閣情報局 文部省教学局であった。民間の一部にもこうした風潮に呼応するものが生まれた。いわゆる右翼思想団体で る。かれら すれば、自由主義的傾向をもつ学問はすべて反国家的であるばかりか、邪じゃ
法ほう
（邪道）でもあった。
ファシズムが吹きあれている昭和十四年（一九三九）十月、東京帝国大学法学部に「東洋政治思想史」の講座が増設され、講義は同月二十五日
からはじまった。
この新講座の担当者は、早稲田の津田左右吉であった。もともと津田はワセダ以外に講義 出ることを好まず、九州帝国大学の教授招へいをも
固辞した経験があった。東大に津田を招くにあたり、南原
　
繁教授（一八八九～一九七四、大正・昭和期の政治学者、戦後、東大総長）が直接津
田をたずね、二、三年この講座を担当してほしいといっ が、津田は たく辞退
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東大法学部には、西洋の政治思想をおしえる講座はあったが、日本や東洋の政治思想を対象とする講座はなく、またそれを担当できる者もいな
かった。南原はみじかい期間でもよいから担当してもらえまいかと重ねて懇請したので、津田はおもい腰をあげ、中国の政治思想史を講義した。
津田ははじめから右翼の攻撃をじゅうぶん用心 、先
せん
秦しん
時代（紀元前二二一年に、秦の始皇帝が統一国家をつくる以前の封建時代をいう）の政
治思想について講義をしたのであるが、はからずもこれが右翼陣営の攻撃をうけるきっかけとなった。津田がはじめて法文経二十一番教室の教壇にあがった最初の日に、まず南原教授の紹介があった。―
津田先生のような斯学の第一人者をむかえることができたことを諸君とともによろこびたい、といった。ついで津田が教壇にあがると、もの
静かな声で講義をはじめた。聴講者は、六、七十名ほどであった。
当時、助手であった丸山真
まさ
男お
（一九一四～九六、昭和期の政治学者。のち東大教授）は、南原教授からいわれて、十月末からはじまった津田の
講義を毎週欠かさずすべてきいた。津田の講義がおわったのは 同年十二月のはじめであった。
そのとき津田は、
―
これでわたしの講義はおわります。
というと、軽く頭をさげた。
そのとき、教室のあちこちから、
―
質問があります。
という声があがった。津田は手をあげた学生を指さした。その者はつぎのようなことをいった。―
先生の講義では、シナ（中国）の儒教というものは、中国古代のきわめて特殊な社会
的、政治的条件のもとに生れた一群の知識階級が、かってに希望を歴史にたくして作りあげた、いろいろな観念の集合体にすぎないということです。その思想は、もともと当時の社会や政治に働きかける力はほとんどなかった。 わんやシナの民衆の実生活とは、当時だけでなく、その後の長い歴史を通じて、ほとんど没交渉だった、といい、その価値を極
早稲田の教授時代の津田左右吉
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力ひくくみられる。
それだけでなく、儒教と日本文化とのつながりを全面的に否定し、日本とシナを通ずる「東洋文化」なるものは存在せずと断言される。いまや聖戦を通じて 多年アジアを毒してきた欧米自由主義、 「デモクラ思想」や共産主義の迷夢からシナを目ざめさせ、日華提携して東洋の
文化と伝統を回復すべき東亜新秩序創造のたたかいに、われわれの同胞が日々血を流しているときに、先生のかゝる論旨は、この聖戦の文化的意義を根本的に否認するものではないか……
これらのことばを聞いた丸山は、（これはただの質問ではないな。いよいよ来たぞ。どう収拾したものか……）
と思った。というより、困惑と不安が頭のなかをかけめぐったという。
津田はいつもと変らぬ、やゝ微笑をふくんだ面持ちで答えていた。つぎ ぎと別の席からも質問が出され、その質問はだんだん詰問的になって
いった。このとき丸山は興奮して、つぎのようなことをいった。―
この講義は、法学部に新設された東洋政治思想史の開講をかざるために、津田先生は、これまで他校に出講された例がないのに、ひじょうな
無理をおねがいして来ていただいたことは 開講 さいの南原先生の紹介のことばで諸君もご存知のことと思う。
ところが今までの質問をきいていると、まったく学問的な質問 はなくて、先生にたいする攻撃に終始している。これでは先生をお迎えす 態
度としては、あまりに非礼ではな か
頭から相手を威圧するような丸山の発言に、気をのまれたのか、いっしゅん教室内に重苦しい、沈黙の空気が流れた。この間に丸山は津田をうながし、教室 すぐ右 なり 講師控室に引きあげた。やれやれ いう気持でいすに腰をおろしてしばらくすると 十
数名のものがどやどやと部屋に入って来、テーブルをかこんで、両人の左右にすわった。中には羽織袴 者もいた。
リーダー格 男が、
―
質問を続行させて下さい。
というと、他の者はいっせいにノートをとり出して筆記しようとした。丸山は津田 、―
どうされますか。
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というと、津田は困惑の色をうかべながら、―
いや、講義をした以上、それにたいする質問は、うけなけりゃならんでしょう。
と、きっぱりいった。
闖ちん
入にゅう
者による質問は、すべてはじめからしくまれたことは明らかであった。それは質問というより
糾きゅう
問もん
（悪事を問いただす）にちかいもので
あり、五、六時間にもおよんだ。
津田はほとんど姿勢や表情をくずさず、しんぼうづよく答えた。質問者からみると、津田の立場は唯物史観（歴史の発展する根本の力は、物質
的、経済的生産力にあるとする考え方）ではないかと迫った。それにたいしてかれは、言下に―
唯物史観などは学問じゃありませんよ。
といって、相手の問をはねつけた。
津田にたいする攻撃は、午後四時ごろから夜の九時半までつづいた
（１）
。
やがて何かがきっかけになり、丸山は急に立ちあがると、津田のうでをつかんでいっ
―
先生、こんなファナティック（狂信的な）な連中と話していてもきりがありません。行きましょう。
両人は周囲にかまわず室外に出た。質問者ら あとを追ってこなかった。そとはもう真暗であった。いつの間にかしとしとと雨がふっていた。
丸山は津田にカサをさしかけながら 本郷通り三丁目のほうにむかって歩きだした。ふたりはほとんど口をきかなかった。……
やがて二人は本郷通り一丁目の停留所まえ（現在の文京区本郷三
丁目十五番地あたり）にあった「森永」 （喫茶、レストラン店）に入ると、おそい夕食をとった。津田はうつむきながらフォークをうごかしていたとき、ポツン つぶやくようにいった。―
ああいう連中がはびこると、それこそ日本の皇室はあぶないで
すね（丸山真男「ある日の津田博士と私」 『図書』一七〇号所収、昭和
38・
10） 。
津田左右吉と丸山真男が，いっし
ょに夕食をとった「森永」の広告。
『読売新聞』（昭和12・3・7夕刊）
より。
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らによって組織されたドイツのナチばりの学生組織）のグループであったことは明らかであった。
それまで蓑田の
粛しゅく
学がく
（大学内の浄化）の犠牲となったおもなる者は、つぎの五名である。
昭和８年（一九三三）……
 滝川
幸ゆき
辰とき
（一八九一～一九六二、昭和期の法学者、京大教授）は、 『刑法読本』が共産主義的として文部省から辞職を迫ま
られ、滝川事件に発展。
昭和
10年（一九三五）……
 美濃部達吉（一八七三～一九四八、明治から昭和期の憲法学者。東大教授）は、天皇機関説により軍部のうらみを買い、のち著書は発禁。
昭和
12年（一九三七）……
 矢内原忠雄（一八九三～一九六一、大正・昭和期の経済学者。東大教授）は、 『中央公論』に発表した「国家の理想」 （昭和
12・９）が反戦思想である、と軍部、民間右翼から攻撃をうけ、十二月辞職。
昭和
13年（一九三八）……
 河合栄治郎（一八九一～一 四四、大正・昭和期の社会思想家・経済学者、東大教授）は、 『ファシズム批判』 『第二学生生活』など四書が発禁となり、出版法違反で起訴された。
昭和十五年（一九四〇）には津田左右吉が記
き
紀き
（ 「古事記」と「日本書紀」 ）にみられる神話の実在性を否定した個処が、不敬罪にあたるとして
津田をやりこめるために手下を差しむけたのは、蓑
みの
田だ
胸むね
喜き
（一八九四～一九
四六、第五高等学校から東大に進む。慶応義塾大学、国士館専門学校教授。反共、右翼思想家、国際反共連盟評議員、雑誌『原理日本』を刊行、終戦後、自殺）の一派であった。
蓑田は狂信的な国粋主義者であり、左翼系学者や自由主義的学者を執拗に攻
撃した。
この日、津 を攻撃したのは、 「日本学生協会」 （昭和十五年五月十三日に、
神田の学士会館において、近衛文麿や軍の高官、元閣僚、財界人、原理日本社
蓑田胸喜
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右翼から糾弾された。
津田が起訴されるのは、昭和十五年三月のことであるが、告発者は軍部や官憲と手をむすんでいる蓑田らの一派であった。告訴に先だち、 『原
理日本
―
臨時増刊』 ［第一三八号］ （昭和
14・
12・
24）は、もっぱら津田を攻撃するための特集号であった。
　　
「皇紀二千六百年」奉
ほう
祝しゅく
直前に
　　 　
学界空前の不
ふ
祥しょう
事件！
早稲田大学教授文学博士東京帝国大学法学部講師　
津田左右吉氏の大
だい
逆ぎゃく
思想
　　
神代史
　
上代史
　
抹まっ
殺さつ
論の学術的批判
このような大げさな表題は、世間に震天動地の大事件であるよう
な印象をあたえた。 〝不祥事件〟とは、好ましくない事件の意であり、それほどさわりがないとしても、 〝大逆思想〟と ると、この字句は 君主（天皇）や親を殺す考えであるから、ゆゆしい問題であった。
旧刑法第七十三条によると、天皇とその家族に危害をくわえたり、
加えようとする者は、死刑に処せられた。 〝抹殺〟とは、あるものの存在を完全に否認する意である。『原理日本』の第一三八号は、津田を糾弾する蓑田論文のほかに、三井
甲こう
之し
の論文「 『原理日本』の学術的批判作業と津田左右吉氏の
津田を弾効する『原理日本』の特集号（昭和14・
12・24）。
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僭せん
濫らん
（秩序を乱す）学説」を収録している。全九十五ページが、津田批判にあてられていた。
蓑田一派からみれば、津田の古代史に関する学説は凶悪無比なるものであり、かれらはそれを中傷論難した。活字による個人攻撃につづいて、翌昭和十五年（一九四〇）一月十日、津田の四書が内務省によって発禁となり、三月八日には津田と発行者・
岩波茂雄が、出版法第二十六条違反のかどで起訴された。津田を内務省、文部省、教学局、司法当局にはげしく働きかけた張本人は蓑田であり、かれは検事局にたいして津田を〝不敬罪〟で告発した。
公判廷での審理は、結審するまで計二十一回ひらかれた（昭和
16・
11・１～同
17・１・
15） 。
東京刑事地方裁判所（第四法廷）第一回目の公判において、裁判官とつぎのようなやり取りがなされた。当日、午前十一時に開廷した。津田と
岩波の両被告は起立した。
中西裁判長問
　
名前は津田左右吉ですね。
答
　
そうです。
問
　
年は
答
　
六十九歳です。
問
　
職業は
答
　
無職です。
問
　
住居は東京市麹町区麹町五丁目七番地かね。
答
　
そうです。
問
　
本籍もおなじですね。
答
　
そうです。
問
　
生れたのは
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答
　
岐阜県下加茂郡下米田村字
あざ
東栃井。
問
　
番地はわかりませんか。
答
　
わかりませぬ。
問
　
岩波、年はいくつか。
答
　
六十一歳。
問
　
職業は出版業ですね。
答
　
そうです。
問
　
生まれたのは
答
　
長野県諏訪郡中洲村字
あざ
中金子。
問
　
番地はわかりませんか
答
　
わかりません。
裁判長は津田および岩波の〝出版法違反〟に関する審理をはじめるにあたって、両被告人にこのような本人確認をおこなった。ついで検事より、審理は安
あん
寧ねい
秩序（国家や社会などが平穏で乱れないこと）を害するところがあるので非公開とするよう進言すると、裁判長は
それをみとめた。裁判長は傍聴人を退席させたが、津田の教え子二名、岩波書店の店員二名だけは傍聴をみとめられた。
また裁判長は、 〝速記〟は許可するが、公開を停止した事件であるので、速記録を
〝極秘〟として扱うよう要請した。
ついで検事より、被告両人にたいして審理を進めるにあたって前もっていっておくこ
とがあったら、聴いておくむねの発言があった。まず津田はこんなことをいった。
著書に引用されている言葉だけでは、わた の意味がじゅうぶん尽くされておらず、
中略と省かれたところにひじょうに重要なもの る、といった。
岩波茂雄
『岩波茂雄伝』（岩波書店，
昭和32・12）より。
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また岩波は、皇室にたいする尊敬の念は、人後に落ちない（他人にひけを取らない）が、このような問題が起って意外であるといった。ついで、
―
津田先生の人格、学識というものは、じつに日本にまれな、世界に誇るべきくらいの立派な学者であるということを固く信じておりましたの
で、その内容、学説のことは知りませぬが、先生の本を出すことは学界のためにもなり、日本のためにもなり、国家社会のためにもなるということを固く信じております で、こういう問題 起きたことはひじょうに意外であって、何かのまちがいではないか。といった。
このあと裁判長より、津田にたいして、家族構成、本人の学歴、職歴、著作刊行などについて質問があった。ついで岩波もおなじようなことを
尋ねられ、津田の問題の四書を出版するようになった事情を聞かれた。
岩波はこの件について、あとから聞い 話
00000000
としてこんな話をした。津田の関係者（白鳥教授か弟子すじの者）が岩波書店に、出版依頼に（？）
来たが、 （応待に出た社員は？）そのときは出さなかった。
　―
はじめは津田先生が、やはりじぶんで来て、いまのお話の本ですが、雑誌まで出すようになったようでありますが……。
と、岩波は口をにごしている。
　―
それ以後は、津田先生の評判もよろしいし 学者としてもすぐれた人格者であり、人格もある人であるからということも聴きまして、こちらから
進んで……
問
　
はじめは津田の方から依頼した ですか。
答
　
はじめは
―
それも最近になってうかがった
00000000000
のですが、私の現在の気持は、津田先生の原稿は、ぜんぶ私のほうでいただきたいというので……
問
　
はじめは津田の方から話があって、そのつぎからか。
答
　
それもよく記憶がありませぬ
00000000
が、最近先生から、最初お話があって、のちに私のほうでお願いしたように思いますが……
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版元の社主はじぶんのところから出す本のことを人まかせにするはずはなく、岩波はその間の事情をとうぜん知っていたはずであるが、人づて
に聞いた話として、あいまいな答弁をしている。
問
　
被告は津田を知るようになったのは、いつごろからですか。個人ならびに学者として……
答
　
その本を出すようになってからであります。
問
　『神代史の研究』 、それまでは知らなかった……
答
　
それまでは知らなかったと思ひます。
禁書になった四つの著作のうちの一つ『神代史の研究』 （岩波書店、大正
13・２）の出版事情を聞かれた津田被告は、つぎのように答えている。
　―
それは私の記憶によれば、だれか私の知った人で、岩波を知っておる者がありまして（かれが師事した白鳥教授？） 、こういう書物は岩波にやら
せぬかということを勧められたと思ひます。その人を介してやったように記憶いたします。それが誰であったかということは記憶いたしませぬ
00000000000000000000000
。
津田は出版社を紹介してくれた恩人を、記憶していないととぼけているが、その者にめいわくをかけたくはなかった らであろう。第一回目の
審理はここで終っている。
最終の公判は昭和十七年（一九四二）一月十五日におこなわれ、弁護士による弁論と両被告 最終陳述があり、審理はおわった。第一審の判決
は同年五月二十一日に言いわたされた。出版法違反に該当すると認定されたのは
―
『古事記
及
日本書紀の研究』 （大正
13・９）
一八五頁一三行目～一八六頁四行目まで四六七頁一三行目～四六九頁二行目まで
（14）103
四八二頁七行目～四八三頁四行目まで四九二頁一行目～五行目までの ヵ所。「さらに
崇す
神じん
（第十代の天皇）
垂すい
仁にん
（第十一天皇）二朝（二人の天子の在位期間）の存在を仮定す、というがごとき、またあるいは
帝てい
紀き
（天子の即位
から崩御までの記録）編纂の当時において
　
仲ちゅう
哀あい
天皇（第十四代天皇）以前の御歴代（それぞれの代）については
　
その御系譜に関する材料の存した
000000000000000
る
0
形けい
迹せき
（あと）なく、これに関する歴史的事実もほとんどまったく伝えられいらざりし旨
むね
、おそれおゝくも
0000000
神武天皇（第一代の天皇）より仲哀天皇にい
たる御歴代天皇のご存在
000
につき疑惑をいだかしむるのところある講説をあえてたてまつり
00000000000000000000000000
、もって皇室の尊厳を冒瀆する文書を著作した」
 
注・傍点は引用者による。
という理由で、
―
被告人
　
津田左右吉は、禁錮三ヵ月
被告人
　
岩波茂雄は、禁錮二ヵ月
に処せられ、二年間の執行猶予を宣告された。しかし、その他の公訴事実をすべて無罪とした（ 「津田左右吉
外ほか
一名に対する出版法違反被告事件
　
第一審判決」 ） 。津田は第一審の有罪判決がくだると、控訴手続をとるめんどうを考え、服罪してはやく執行猶予期間をまっとうしたいと考えた。が、検事のほ
うから起訴理由のすべてを有罪とする控訴が出たので、津田も控訴の手つづきをとった。
控訴は第二審に回付されたまゝ一年以上放置され、やがて時効完成により免訴となった（昭和
19・
11・４） 。このころ日本は敗戦にむかってお
り、この事件をあくまで有罪にもってゆく力はわが国になかった。
法廷の雰囲気 、きわめて静かであり、津田の陳述は学校の講義のように進んでいった いう。この事件の告発者は蓑田であったが、かれは世
間をはなれ 隠者のような生活をしていた津田とその著書のこと よく知ってはいなかった。が、蓑田に津田のことを攻撃材料とすることを教え
00
102（15）
史家　津田左右吉
た者
00
（だれか不明）がいたようである。
津田がワセダから東大に出講したばっかりにこの事件が起ったのであるが、時代風潮にも一因があったようだ。わが国は満州事変から太平洋戦
争に進んでゆく途上にあり、当時の日本の動向や雰囲気からすると、やはり起るべきして起った事件という。津田は裁判ちゅうも悲壮な、こまった顔つきをみせず、いつものように仕事をつづけていたという（栗
くり
田た
直なほ
躬み
「津田先生と公判」 『現代史資料月報』みすず書房、一九七六・一一） 。
ところで津田じしんは、この事件をどのように考えていたのか。ここにかれの生の声がある。
　―
世間ではこの事件を官憲の学問弾圧という風にいっているが、じぶんはすくなくともこれを官憲の発意から出た弾圧とは思わない。事のおこりは
右翼といわれていた民間の一部の言論人の行動である。ちょうどこの事件の起ったのが議会の開会中でもあって、政府が右翼の言論を抑えることができなかったことから起っ のである。
けっきょく官憲が右翼者流の言論に引きづられたので、かれらがかように官憲を動かしたのもあの当時の時勢である。注・大久保利
とし
謙あきら
が紹介状をもって昭和二十七年（一九五二）八月二十八日の午後、武蔵境の津田邸を訪ねたときの聞き書き。 「ファシズムの古代史研
究弾圧
―
津田左右吉の起訴」 『嵐のなかの百年』所収、勁草書房、昭和
27・
12） 。
津田はまた語った。この筆禍事件はひじょうに誤解されている、と。
　―
世間では法廷で闘ったようにいわれているらしいが、それは誤りである。闘うような相手がもともと無かったのである。
予審判事、裁判長などもじぶんに理解ある態度をしめしてくれたという。当時の新聞記 をみると、武力戦の記事が多く、社会 おける事件な
どはほとんど見かけぬが、津田はじぶんの筆禍事件を新聞がほとんど取りあげなかったとのべている。
一
　
終戦と日本の民主化
ある日突然戦争をはじめ、またある日突然戦争をやめ 気まぐれ日本の姿勢 いちばん翻弄され、塗炭のくるしみを味わされたのは、何
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の罪もない国内外の民衆であった。戦争をはじめた者の罪は
00000000000
、何度死んでもつぐなえぬほど重い。
なんといっても日本の降伏を早めたものは、アメリカの新型爆弾（原爆）であったと思われる。ＴＮＴ火薬二万トンの破壊力をもつ原子爆弾が、
広島と長崎に落され、広島は
60％、長崎は
30％破壊された。広島にそれを投下したとき、トルーマン米大統領は、 「敵に破壊の雨」がふると警告
した（ 『ニューヨーク・タイムズ』紙、一九四五・８・７付） 。
このニュースに、バチカンは不快をしめした（８・８付） 。ついでトルーマンは、わが国に「降伏か破滅か」をせまり、三百万枚のビラを空か
らばらまき、再び原爆をおとすと警告した（８・
10付） 。
昭和二十年（一九四五）八月十五日
―
日本はポツダム宣言をうけ入れ、連合国側に無条件降伏した。
新しい日本の統治者となったマッカーサーの第一 杞
き
憂ゆう
は、国内や海外にいる〝日本の狂信者〟 （元特攻隊員をふくむ）であった（ 『ニューヨー
ク・タイムズ』紙、一九四五・８・
24付） 。戦後、わが国は戦勝国アメリカから民主主義を押しつけられ、以後民主化路線をあゆんだ。とくに終
戦から数年間、天皇の戦争責任や天皇制そのものの論議がかまびすしかった。
左派の知識人や共産党の指導者などから期待をかけられたのは、天皇制問題に関する津田の考えであった。戦時中、どの新聞も津田の事件 取
りあげた形跡はなく、この筆禍事件の裁判のことを知るも はほんの一部であったと思われる。
明治、大正、昭和の三代にわたり、天皇制絶対主義の で、思想 自由が弾圧され、苦しみうめいていた は主義者と呼ばれた人々であった。
かれらは社会主義者、自由主義者、無政府主義者 共産主義者らであった。ことに共産主義者らにたいする官憲の弾圧は、筆舌につくしがたいものがあった。が、かれらは敗戦を機に〝寄
よ
せ場
ば
〟 （監獄）から解放され、はれて自由の空気をすうことができた。
当時、予防拘禁所（太平洋戦争がはじまったころに新設された特殊監獄）に入 られていたのは、共産党 大物
―
徳田球一（一八九四～一九五三、弁護士、日本共産党の指導者。一八年間獄中でくらし非転向をつらぬいた。 〝徳球〟の愛称でよばれた）志賀義雄（ 九〇一～八九、一八年間獄中生活をおくった。日本共産党の指導者。戦後『アカハタ』の主筆）
ら二名であった。かれらは栄養失調と疥
かい
癬せん
（ひぜんだにの寄生によっておこる伝染性の皮膚病）に苦しんでいたが、昭和二十年（一九四五）八月
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十五日の玉音放送を、全囚人三〇名とともに聴き、のちに近所の農家から差し入れられた〝ふかしイモ〟をかこんで、みなで「万歳」をさけんだ（志賀義雄「獄中で迎えた新支配者
―
これが米軍の『解放』の実態だった」 『文芸春秋』昭和三十一年八月特集号所収） 。
当時、約三千名の思想犯、政治犯らが収監されていたが、連合国最高司令官マッカーサーの通牒によって同年十月十日までに全員が釈放された
（ 『朝日新聞』昭和
20・
10・６付） 。
『朝日新聞』を例にとってみると、同紙が〝天皇制〟の問題を断続的に記事にし掲載しはじめたのは、昭和二十年十月下旬ごろからである。また街頭では、共産党が「赤旗」をふりながら 公然と天皇制打倒をさけんだ
（２）
。
たとえば同紙の「見出し」に、つぎのようなものが見られる。
米大統領言明
　
天皇制の運命
　
選挙で問ふのも一案……昭和
20・
10・
20付
天皇制に関する世界の声　　
日本が自ら解決
　　
存廃に活発な論議現出………………………………昭和
20・
11・５付
天皇制は「政治的武器」……………………………………昭和
20・
11・
29付
徳田球一
志賀義雄
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天皇制論議は自由　　
刑法に触れるものは処罰………………………………昭和
20・
12・２付
天皇と戦争責任　　　
ワシントンで論議の的
　　
御退位信ぜず
　
松本国務相答弁
　
……………………………昭和
20・
12・６付
天皇制は支持、政党は社会党　　　　
輿論調査から見た東大生の思想…………………昭和
20・
12・９付
天皇制　　
国民意思で決定
　　
批判、理論的研究が必要…………………………昭和
20・
12・
25付
天皇制を形成する支配網を除去　　
新日本出発の道開く
　　 　　
マ司令部発表…………………………………昭和
20・
12・
29付
立憲的天皇制の存否は別問題　　　　
絶対的天皇制は消滅………………………………同右
天皇制の政治権力剝
はく
奪だつ
　　　　　
皇統存
そん
廃はい
は国民の判断に俟
ま
つ…………………昭和
21・１・
15付
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天皇は統治権を総
そう
攬らん
（一手ににぎる）
　　
自由党
　
憲法改正要綱を決定…………………………昭和
21・１・
22付
天皇制等の基本問題　　
閣議で付
ふ
議ぎ
（会議にかける）研究……………………昭和
21・１・
30付
天皇は儀礼的代表　　
社会党の憲法案成る……………………………………昭和
21・２・
24付
憲法改正政府草案成る　　
天皇は国家の象徴
　　
国民至高の総意に基
もとず
く…………………………………昭和
21・３・７付
進歩的な外形装
よそお
ふ
　　
共産党
　
天皇制飽
あく
まで反対……………………………昭和
21・３・８付
天皇の証人喚問　　
適当の時に決定
　　
戦犯検事と一問一答……………………………………昭和
21・５・２付
天皇を裁判せず　　
キーナン首席検事言明…………… 昭和
21・６・
20付
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皇位（天皇のくらい） 、民意に基
もとず
く
　　
議員内閣の原則確立……………………………………昭和
21・６・
26付
天皇を「元首」に　　　
自、進両党
　　
　
　 　　　 　　
……………………………………昭和
21・６・
27付
天皇を含む国民に主権　　　
政府答弁
天皇は「象徴」が適当　　　
権力分立を徹底
　　
政府答弁………………………………………………昭和
21・６・
28付
天皇の地位不変か　　　
極東委員会
　
新憲法を審議
　
　 　　　 　　　
………………………昭和
21・６・
29付
天皇に選挙権なし　　　
金森国務相答弁
一
　
天皇制の存廃問題
終戦後、天皇制の存
そん
廃ぱい
（残すか、やめるか）は、大きな問題であった。日本国民は、この問題について自由に論議できたが、刑法にふれるばあ
いは処罰された。日本の民主化に関連して、天皇制問題は、世界注視のまととなった。
かって駐日大使をつとめたジョゼフ・クラーク・グルー（一八八〇～一九六五、アメリカの外交官）は、 「天皇はヨーロッパにおけるローマ法
王のごとく、日本にとって不可欠の存在」 （ 『ニュース・ウィーク』誌、９・３付）といい、その存在の必要をみとめ、ハリー・Ｓ・トルーマン米大統領（一八八四～一九七二、アメリカの政治家）は、談話として、 「日本国民が自由な選挙で、天皇 運命を決定する機会があることはよいこ
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史家　津田左右吉
とだと思う」と、民意によるのがよいといった。
中国の延安において日本の侵略戦争に反対して闘い、日本人反戦同盟を組織した野崎参三（一八九二～一九九三、明治から昭和期の社会運動
家）は、昭和二十一年（一九四六）十一月十三日帰国したのであるが、日本共産党の代々木の党本部において、幹部（徳田、志賀、黒木ら）と、天皇制や人民前線問題について話しあった。が、かれらと見解が完全に一致した。
一
　
天皇は軍閥、官僚、財閥らとともに戦争責任を有する。戦争責任は、断乎追及されねばならぬ。民主主義日本を確立する前提として、天皇
は政治権力から完全に引退しなければならない。 （ 『朝日新聞』昭和
21・１・
15付） 。
共産党の考えでは、新憲法において、いかに進歩的な外形をよそおうとも、天皇制を温存することにはあくまで反対であった。同党が目ざすも
のは〝人民共和政府の樹立〟であった。書記長・徳田球一は、選挙のときにかかげる人民への約束をぜったい反
ほ
故ご
にしない、といい、人民の生活
の安定と向上のために努力することを根本方針とすると言明した
21・３・
15付） 。
野崎参三が考える〝天皇制〟とは、軍 官僚、警察の政治のすべてを含めたものであった。皇室や天皇をどうするかの問題は、将来〝人民政
府〟ができたのち、国民全体の意思によってきめればよい、といった（ 『朝日新聞』昭和
21・３・
24付） 。
また荒
あら
畑はた
寒村（一八八七～一九八一、明治から昭和期にかけての社会主義者、のち衆院議員）によると、社会主義者は一般に戦前の共産党員が
うけたような拷問を経験しなかったにせよ、天皇制の名のもとに、かれらに対する迫害 つづき、大逆事件以後、生きのびたものはつねに警察の尾行がつき、住い、就職、交際、結婚まで干渉妨害をうけたという。荒畑は天皇制問題について明言をさけたが、否定的な考えを ってい ものであろう。
一方、獄中で佐野学とともに共同転向したことで有名になった鍋
なべ
山やま
貞さだ
親ちか
（一九〇一～七九、昭和期の社会運動家）は、日本に共和制は適さない。
「天皇制は支持する。私は、天皇制打倒の綱領をかかげて闘った」といい、賛成論をのべている（ 「天皇制の名の
下もと
に」 『特集文芸春秋
　
私はそこ
にいた』所収、文芸春秋新社、昭和
31・
12） 。
このように終戦から、二 三年のあいだ、国内および外国において、 や天皇の戦争責任についてやかましかった。昭和二十年（一九四
（22）095
五）八月十五日
―
戦争終結の「
詔しょう
書しょ
」が渙
かん
発ぱつ
され（天皇の意志をしめす公文書が、ひろく天下に知らせる） 、同年八月三十日、連合国最高司令
官マッカーサーが来日した。その約一ヶ月後の九月二十七日に、天皇はアメリカ大使館にはじめてマッカーサーを訪ねた。
以後、天皇のマッカーサー訪問は十一回におよんだが、会談の内容は断片的にしか知られていない。よく知られている話は、第一回目の訪問の
ときの対談内容である。このときマッカーサーは天皇はじぶんの立場を弁明しに来たとおもったようである。が、意外にも戦争の決定と遂行にたいする全責任を負う者としての発言に おどろき、天皇観がかわるきっかけをあたえられた。
第三回目の会談（昭和
21・
10・
16）の内容については、 『アサヒジャーナル』 （第
31巻第
10号、朝日新聞社、平成元・３・
10）に、 「初公開され
た『天皇
―
マッカーサー』第三回会見の全容」が、ジャーナリスト・長沼節夫によって紹介されている。今回みつかった会見録は、 「まっ白な
宮内省の公用箋に大きな楷書」で書かれたもので、国立国会図書館内の「幣原文庫」から発見されたもので、筆録者は寺内御用掛である。
このなかで、天皇は〝食糧不安〟や〝ストライキ〟にたいする懸念、米本国のわるい対日感情などにふれ、さらにまた国内巡幸を継続したい希
望をのべ、海外将兵および邦人の帰還にたいするアメリカ側の尽力に謝意をのべている。
ＧＨＱ（総司令部）は、この年の十月十一日
―
天皇を告発しないことを公式に決定した。つまり天皇は、戦争責任を問われないことの御墨付
をもらったのである。その数日後におこなわれたのが、この三回目の会見であった。 「何かがふっきれたような天皇の明るい表情を、この文章から感じ取ることが きよう」という（長沼記事） 。
公訴を提起されず、裁判にもかけられず 生
いのち
命をたたれる心配もなくなった、というのが、この文意であろうし、水をえた魚がうれしそうにい
きおいよく泳いでゆくさまが想像される。
政治犯が大勢出獄したこともあって、国内では、新たな政治的うごき、労使紛争
0000
が多発するきらいがあった。十月、夕張炭鉱で待遇改善をさけ
んで、六〇〇〇名の朝鮮人労働者がストライキをおこした。
雲上びとの天皇はこれまで圧制する側の人間であったから、民衆 生活権やストライキのような労働者の基本的権利をとうてい理解できなかっ
たであろう。天皇からみれば、日本復興を阻害するものはストライキであり、それをあおっているのは共産主義者であった。さらに外国のそれを真似しているのは教養や宗教心に欠ける国民であった。
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天皇
―
先ほど申しました通り、国民が虚脱状態から士気を回復し、復興の希望に立ち上らんとするこのとき、この希望に水をかけるものは「ストラ
イキ」であります。何ごとも真似するばあい、権利のみを真似し、義務の面をなおざりに付することは、ありがちなことでありますが、日本人の教養ま
0000000
だひくく
0000
、かつ宗教心の足らない現在
0000000000
、米国におこなはれる「ストライキ」をみて、それをおこなえば民主主義国家になれるかと思ふような者もすくな
からず、これに加ふるにいろいろな悪条件を利用せんとする
第三者
000
（共産主義者のことか
―
引用者） 、国家経済再建の前途は、まことに憂慮にたへぬ
と申さねばなりません。
権利の主張は、とうぜん義務をともなうものであるが、天皇はしょせん社会秩序をまもる側の人間であったことがわかる。天皇がこのような考
えをもっていたとしたら、治
ち
者しゃ
（統治者）のマッカーサーもおなじであった。かれは大の共産主義者ぎらいであり、急進主義者が組織化すること
を恐れていた。天皇の発言にたいして
―
マッカーサー
―
まったく同感でありまして、日本の直面する危険の一つであります。共産主義者は、教育なき者にいろいろと口約束をし、勢力を獲
得して、軍閥がやったように、日本国民に
組レジメンテーション
織化
をおこなおうとしております。極右、極左いずれも危険であります。
日本はいずれにも片よらず、真中の大道である民主主義に行くべきだと存じます。わたしも共産主義者に関心をもち、監視をおこたらないのでありま
すが、いままでのところ、かれらは大した獲物を獲得しておらぬと存じます。
元来、労働運動は健
ヘルシー
康的なものでありますが、政治問題を狙いだすと危険になります。とくに職業的煽動家は使そうせられ、政治的「グループ」に指
導されると脅威となります。 のことを政府は銘記すべきであります。……
この発言から、当時ＧＨＱは共産主義者のうごきに注視し、その組織が拡大することを懸念していたこと わかる。このような世相のうごきを、終戦後も疎開先の奥州平泉（岩手県南西部）のいなか町からみつめていたのが津田左右吉であった。かれが平泉を
（24）093
ひきはらったのは昭和二十五年（一九五〇）秋のことであり、その後東京でくらした。戦時中もそうであったが、俗事には関心がなく、戦争のゆくえ、それにたいする政府の対応にも興味がなかった。かれの頭を占めていたのは研究のことであった。
とはいっても新聞やラジオ放送によって戦況のことは知っていた。終戦の玉音放送をきいたのは、平泉においてであった。かれはそれを聞いて、
ほっとした気持になっ 。（これで日本は破滅をまぬがれた）と思った。戦争ちゅう平泉は、そんな戦争があるのかと思えるほど、のんびりした所であった。戦闘帽をかぶっている者がいても、鉄かぶとをしょってい
る者はいなか ましてや防空壕といっ も 見あたらなかった。
津田は平泉で、しかけたしご をつづけることができ、しごとにつかれると、中尊寺（平泉町にある天台宗の東北大本山）をおとずれたり、東
ひがし
山やま
（北
きた
上かみ
川がわ
東方山地一帯）の景色をながめたり、夏ともなれば北上川の橋のうえから、アユつり舟が幾そうも並んでいるのをおもしろく見たりし
た（ 「八月十五日のおもひで」 ） 。
一
　
雑誌『世界』と津田の二論文
―
津田は右旋回したのか
終戦の翌年
―
昭和二十一年（一九四六）早々、岩波書店の雑誌『世界』 （この年の一月、創刊）の編集者は、混とんとした世論に方向性をあ
たえるために、 〝古代史研究の最高権威〟 （家永三郎の言）である津田 執筆をこうた。それ たいして津田は、左記のような論文をつづけて二つ発表した。
「日本歴史の研究に於ける科学的態度」 （ 『世界』昭和
21・３月号）
「建国の事情と万世一糸の思想」 （ 『世界』昭和
21・４月号）
最初の論文は、当時の史論にみられる〝非学問的〟な諸傾向について論じ
（３）、さらに史学のありうべき正しい研究方法についてのべたものである。
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学問にはたしかな方法論がなければならぬという。ことに上代史（おおむかしの歴史）の研究には、史料となる文献が乏しいだけに、文献以上の知識が必要になる。日本とその周囲の民族についての考古学・民族学・言語学など 研究結果が重要な役割をもつ。また日本の国家が形成せられた情勢、その時代のこと、そのころの文化状態がある いどわかるのは中国の史料があるからだという。
津田がいう史学の科学的態度（研究）とは、あるテーマについて研究するとき、いかなる資料をいかに用い、いかなる道すじ（すじみち）をへ
て、いかなる帰結に至ったかということが大切であるという。到達した結論にあやまりがないにせよ、その道すじが正しくないと、それは学問的研究としては無価値のものである。 いかえると、数学の問題をとくとき、答の数字が正しいものであっても、その数字を導きだした道すじ 誤っている それは正しい解きか とは え い（ 「学問 方法」 ） 。
二つ目の論文は、上代における建国（国家統一）の、天皇家が日本民族を統一し、国家の統治者となった事情、天子の血統が永遠につづくこと
の展望についてのべたものである。要する 後者の論文は〝皇室擁護論
（４）〟であった。当時、国内外では天皇制の存廃論議が新憲法をめぐって頂点
にたっしていた
（５）
。
津田の皇室（天皇家）についての考えは、つぎのように要約される。日本の長い歴史において、皇室は高い ころから民衆を見おろし、権力を
もって民衆を圧
あっ
服ぷく
（おさえつけて従わせる）しようとしたことは一度もなかった。邪路に走った為政者（政治家）に国家をゆだねたために、国家
は窮地におちいった。皇室に大きな累
るい
（めいわく）をおよぼした責任は、国民にもある。
皇室は国民の皇室である。天皇はわれらの天皇である。われらの天皇は、われらが愛さねばならない。……津田の二つの論文をよんで意外の感にうたれたのは、原稿を依頼した『世界』の編集者だけにとどまらなかった。共産党の指導者、急進的思想
家、左派の知識人らは、期待してい 内容と大きなへだたりがある め失望を禁じえ かったようだ。
なぜなら、かって津田は、出版法に違反したかどで起訴されたとき、真理
―
学問の自由
―
権威
―
のためにねばりづよい抵抗感をしめし、
自説をまげず、法廷闘争に献身したではなか か。天皇制廃止論を聞け ことを期待していた者からすれば、予想に反した津田の発言にがっかりしたであろうが 右派の反動勢力にと は願 てもない発言であったから、政治的に利用され 心配もあった。とも 以後、津田の見解や考え方に いして、攻撃的な批判がさかんにおこなわれ、 〝変節〟とか〝反動〟 （保守的な傾向）のレッテルを張られるよう なっ （渡辺義道
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一
　
反共論と皇室擁護論をぶつ（於大隈講堂
―
昭和
21・
10）
昭和二十一年（一九四六）十月中旬
―
ワセダの島田総長、吉村常務理事の懇請により、津田は奥州平泉から七十三歳の高齢をおして上京する
と、大隈講堂で在校生と一般聴衆のために、十二日（第一回）
―
十四日（第二回）
―
十六日（第三回）三たび講演をおこなった。
第一日目は、 「学問の本質」について語ったが、その要旨はつぎのようなものであった。午後二時
―
吉村常務理事、島田総長のあいさつの後、
万雷の拍手のうちに背広すがたの津田はしずかに歩んで登壇した。津田は講堂の二階あるいは一階のすみまで見まわしたのち、ひくい声で講演をはじめたが、話が進む つれて、そ 声は熱をおびてきた。
―
戦後、権力による学問の圧迫はなくなったが、いまや思想混乱の底流に、つよい流れ（共産主義
―
引用者）がある。われわれはそのようなものに
流されない学問、学問の自由をまもる必要がある。学問の目的は、ものごとの真実のすがたを眺めること、真実を探求することである。
真理探究の方法、学問の方法は、 （一）方法論が正しいこと（二）論理的であること（三）体系的であること（四）人間をぜんたい的に考えること。
すなわち、全人的なはたらきとしてみることである。
「津田史学の特質と現代的意義」 『世界』
11月号、昭和
23） 。
また津田の戦後の文章をよむものは、かれが皇室擁護論に老いの身の熱情をかたむけていること
を知ると、 「あの大学者津田先生はどこへかくれたのか、うらさびしくなる」ということであった（井上
　
清「津田左右吉博士のさいきんのしごとについて」 『歴史学研究』第一三六号所収、岩波書
店、昭和
23・
11） 。
戦後、政治色が濃くなる津田の時評的な文章が各雑誌に載るにつれて、それはいろいろな波紋を
ひろげていった。そこにみられたも は、左翼的風潮の流行にたいするかれの憂国の情
（６）―
いいか
えるとそれは共産主義攻撃と天皇制擁論でもあったからである。
早稲田大学の大隈講堂
090（27）
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第二日目は、 「学問の立場からみた現代思潮」と題して、午後二時から五時半まで、三時間半も熱弁をふるった。
―
民主主義というものは、つぎのような状態になってはじめて完全となる。 （一）国民の知識が向上し、すべての国民が国政を監視し、処理をする
（二）個人が自覚し国政に熱意をもつ（三）国民ぜんたいの道徳的教養がたかいこと。
左翼の一部の人は（共産党員
―
引用者） 、労働者という概念を現実にあてはめようとしているが、それにはなまけものや、高い収入をえている労働
者もその概念にふくまれる。それに日本のプロレタリアと他の階級（官公吏、教員など）との報酬の差はどうであろうか。特殊の理論（マルクス理論か―
引用者）で一面的にものをみたり、いまの思想でむかしを律
りつ
する（処理する）のは、非学問的な態度である。
天皇は専制君主ではない。西洋的な専制君主の概念で、天皇を攻撃するのは学問的でないし、天皇制の研究の足らぬものの言である。皇室を国民の敵
とする左翼のかんがえ方は、あや りを正す学問的態度ではなく、非学問的な右翼の説の反対をいって皇室を攻撃しているだけである 皇室は人民の敵ではなく、日本独得のも で、国民はそ 誇りとし、存続を希望していた。いまや天皇は、新憲法によって国民の象徴となった。天皇の地位は変革された。われわれはこ ことを認識して、国民の総意で存続を決定した（ 〝国民の総意〟というが、国民投票をおこなって決めたわけではない
―
引用者） 。
天皇制は正しい方向に運用せねばならぬ。しかし、反対論者も存在することをよく認識しておくべき ある。
第三日目は、 「学問と学生」であった。が、いまその要旨を省略する。ともあれ津田の講演は、聴衆に大きな感銘をあたえたことは事実だが、一方ではさまざまの批判をよんだこともたしかである。講演がおわって
およそ一ヵ月後、ワセダの社会科学研究会は、同年十一月十八日に「公開批判会」をひらき、あまたの論旨のあやまり
―
矛盾点を指摘した。そ
の要旨は、つぎのようなものである。
―
津田博士の天皇制問題に関する論は、皇室存続論であり、天皇制支持論でない。天皇をふくむ皇室にたいする国民的感情と、政治機構としての天皇
制度との区別はなかった。天皇制度は明治になって確立され、財閥・大地主・軍部・官僚を結合し、軍隊・警察を手先とした。絶対専制政治機構の中心にたつのが天皇である。
天皇制度廃止論の論旨を正しく把握していない。すなわち、天皇の存在してきたことを否定もしなければ廃止しろとはいわない。原始的な宗教的崇拝
（28）089
が天皇を誇りとしていた」とは飛躍ではないか。また二、三の点でマルクス主義批判をされたが、その批判は未熟な勉強で、すこしマルクス主義をまなんだ者には、そのあやまりが明らかである（ 『早稲田大学新聞』昭和
21・
12・１付） 。
津田の講演をきいた一般学生のひとりは、その内容が普遍的であり、独創性にとぼしいうらみがないでもない、が、といった。けれど平明に説
きすゝめる話しぶりに、大学者の風格を感じたという。
要するに講演 目的は、日本の思想界 現状を批判しつつ、学問の本質と方法のあるべき姿を学生に伝え、また日本的な事象を観察するとき、
西洋的な理論を無批判的に用いる愚をいましめたものであった（京口元吉教授談） 。
戦前と戦後では、津田の思想はすくなからず変貌をとげ、 「強烈な反共主義知識人のひとり」として、右翼組織の〝赤狩り〟キャンペーンに、
推せんの辞を送るまでになり、かってかれを計略にはめた蓑田胸喜の亡霊が乗り移った
0000000000000
という印象さえ生じかねない、という（家永三郎） 。
戦前の旧体制のなか 、天皇制 観念的支柱であっ は記紀（古事記と日本書紀）とそ 説話（語り伝えられた神話や伝説）であっ 。津田
は記紀批判において、その神がゝり的なまやか 部分をえぐり出して、それを破壊しようとし のではなかった。むしろ天皇制の精神的支柱を合理的に再編成し、それを強化しようとした。出版法違反の裁判における津田の思想的基礎 、 〝
弁明のかたち
000000
〟
に浮び出ているのは
000000000
、
戦後におけ
00000
る転換の予告をしめすもの
000000000000
ではないかという（家永三郎） 。
者である皇室の天皇が、政治的支配者と結合した。一方皇室は維新から数十年にして世界くっしの財閥となり、世界一の地主となり、それに反して国民勤労大衆 、世界まれな奴れい的生活に追われた。
天皇（皇室）を支持することは、天皇制を支持することにならぬ。講演中の矛盾点の二、三。天皇は拒否権を発動しなかった いうが、数種の条令で言論・結社・出版など、その他 政治
的、経済的自由を弾圧し、選挙に干渉し、民 的政治勢力を封じさっ
敗戦の責任は国民にあるのか。 『世界』のなかの論文において、 「明治以前には、天皇が宗教的
崇拝の対象として神とせら の いし、天皇崇拝などなかった」といい、講演では、 「国民
大隈講堂で講演する津田左右吉
088（29）
史家　津田左右吉
戦後、津田が時事評論において、熱烈な反共的な発言や皇室擁護論をぶつのは、 〝赤い思想〟の侵透に危ぐの念をいだいたこと、さらにはマス
コミ（新聞やラジオ）が伝える天皇の戦争責任、天皇制の存廃問題に、危機感
000
をもったことにも一因があるように思える。心のなかで内在的矛盾
やかっとうがあったにせよ、かれは一八〇度思想的転換をし、心機一転天皇支持者となった。
津田は幼青年期、天皇制国家が確固たるものになりつつあるときに教育をうけ、自由民権運動にこそかゝわらなかったにせよ、政論のたぐいに
接したが、政治活動をしたことはなかった。しかし、国内外の社会のうごきにはつねに関心があ かれは若いとき、固定化し、とじふさがれた社会において、不遇への
憤ふん
懣まん
から革命論を抱いたり、現社会における自爆テロリストさながらに、 「われに
一いっ
塊かい
の
爆ばく
烈れつ
弾だん
を
与あた
へよ」 （ 「魔語」よ
り。二十一、二歳ころの発言。当時、東本願寺別院附属の学校の教師をしていた）と、ぶっそうなことばを述べたこともあった。
津田は職場のふん囲気、じぶんへの不満から、文部省を破壊したいといった衝動にかられたもののようだが、青年の客
かっき
気（いきおい）がまざま
ざと感じられる。しかし、かれは世間の風潮なり権力といったも にうごかされたことはなかったとい 。
かれが共産主義を唾
だ
棄き
し、皇室存続の支持者となったにはもう一つ理由が考えられる。日本の国家は、建国当初から異民族をふくまず、一つの
民族から成りたっていた 外国 しても、いつも国民 しての統一性をう なわなかった。皇室の存在に、その国民的民族的統一の象徴として大きな意味があった。津田はこのことを歴史的事実と てみ め、この状態 どこまでも持ちつづける必要があると思った。
つまり津田にとって、日本の皇室は、国体
00
（国家の形態
00000
）の象徴
000
そのものであった。またかれが共産主義をあれほどきらったには、いくつか別
な理由があった。
かれにとって共産主義は、 〝亡
ぼう
国こく
の音
おん
〟 （国を亡ぼすような音楽）のようなものであったと思われる。 〝ある党派〟 （共産党とは明言していない）
が、ソ連を祖国のように考え、その意をうけて、何かをおこなうようになると、国がほろびやすいことは 歴史上 事実だという（ 「わたくしの信条」 ） 。
津田にとって、共産党は、日本の元凶であり この党派がソ連の意向をうけ
00000
、その手先
00
となって世論をあやつり
0000000
、国を乱すことにつよい
憤いきどお
り
をもっていた。
津田は日本の〝上代史〟の学問的研究にしたがったが 天皇家の権威（万人がみとめて従う価値）を疑ったり、天皇家の神秘性、虚構性などを
あばき批判する気はなかった。かれにとって学問の目的とは、本質や真実を知ること、正しい知識をうることにあった。だからかれはゆるぎな
（30）087
信念と自信のもとに、事実は事実として著書において記したにすぎない。総じて学問にとって必要なことは、論理性や合理性であり、ことに歴史学のようなものは、客観的 をおもんじるため、実証的でなければならなかった。
日本の尊厳である皇室とか国体は、どんな学問的批判にもたえうるような〝真実〟のうえに立つ必要があり、もしそれがもろいものであると、
愛国心や尊
そん
皇のう
心をやしなうことはできないものであった。学者の任務は、学問的研究によって、そういう知識をつくることにある、と津田は考え
た。もともと津田は皇室にたいして尊崇の念をもっていたが、神話や説話のように理屈にあわぬものや欺瞞性をゆるすことができず、それらにたいしてつねにきびしい姿勢でのぞんだ（出版法違反被告事件
　
第十八回公判［昭和
16・
12・
18］速記録を参照） 。
津田が大隈講堂で三日間にわたって長い講演をおこなう四ヵ月ほどまえ
―
昭和二十一年六月十日
―
ワセダでは久しく空席であった早大総長
をえらぶ選挙がおこなわれ津田左右吉は、有効票九十票ちゅう七十九票をえて第五代総長にえら れた。学校当局は、選挙結果を平泉の疎開先に打電し、就任を交渉した。が、 「総長の柄ではない」 いって辞退した。再度就任を懇請したが、辞意はかた その理由の要旨は、つぎのようなものであった。　―
第一に七十三歳の老齢であること。総長という職につくには、もっと健康でなくてはならぬ。一学究の徒と総長の生活はじっさいそう簡単
にいかない。いま 学園の状態を改革してゆくには、肉体的にも技術的 も自信がない もっとてきとうな人がいくらでも るはずである。
いまやっている仕事は生涯をかけたものであり、一日本人とし なんらかお国につくすことができるとすれば、それは総長としてでなく、一学
究者としてである（ 『早稲田大学新聞』昭和
21・６・
15付） 。
名みょう
利り
（名声や利得）にばかりとらわれる、いわゆる俗物であれば、名だたる大学の総長職に飛びついたであろうが、津田は俗儒ではなかった。
ほんものの学究であった。
かれはもともと世俗のことにあまり興味がなく、純学者肌 人であった（京口元吉教授談） 。これ 筆者が孫弟子にあたる人から聞いた話であ
る。が、津田はあまり冗談をいわず、むだ話 好まなかったら い 津田を訪れ 話をするとき、研究や学問的問題を用意し ゆかねばならなかった。総長就任を要請された き、 「学生数を半分にするなら」といったとか。津田がきまじめな学者であったことはた かである。学生の集会、研究会には欠かさず出席し、研究を指導、奨励した。
あるとき学生の懇親会に招かれたとき、お茶の代りにソーダー水（水に無機塩類・炭酸ガスを入れた清涼飲料水）を出したと ろ、津田は、
086（31）
史家　津田左右吉
―
これは何かね？
といった。学生は、―
ソーダ水という飲物です。
と答え、ストローを口にくわえ、飲んでみせたが、津田はストローをいじったきり、―
気持のわるい飲みものだ
00000000000
。
といい、ついにのまなかった（ 『早稲田大学新聞』昭和
21・６・
15付） 。
津田は生涯ソーダ水の味を知らないまゝ亡くなった。連合国最高司令官マッカーサーの釈放命令により、国内の獄に投じられていた政治犯、思想犯ら三千名は、終戦の年の十月十日までに解放され
た。その中には刑期をすでに終えたのちも予防拘置所に入れられたまゝになっていた共産党の大物
　
徳田球一
　
志賀義雄
らがいた。両人は米進駐軍（じっさ は占領軍と呼ぶのが正しい）を〝解放軍〟とよび大いに感謝した。二人は釈放後、さっそく党の再建にのりだし、まず機関紙『赤旗』を再刊した（一九四五・一〇・二〇） 。
日本の労働者、農民、勤務者及び一切の人民大衆諸君！
と呼びかけた（ 「再刊の辞」 ） 。
そして「人民に訴ふ」として、つぎのような文章を掲げた。
ファシズムおよび軍国主義からの世界解放のために、連合国軍が日本に進駐してくれたことによって、日本の民主主義革命の端緒がひらかれたことに
（32）085
治犯や思想犯を解放してくれた救世軍として歓迎したが、昭和二十三年（一九四八）ごろから、大衆運動が激化し
00000000
、共産革命
0000
をおそれる政府やＧ
ＨＱの方針
00
と衝突する
0000
ようになると、反米・反占領闘争の傾向をつよめてゆく。
一
　
イールズ旋風と大学の〝赤狩り〟
昭和二十四年（一九四九）七月
―
吉田首相ははじめて
共産党
000
を
社会不安の扇動者と断定し
000000000000
、治安を乱す者とは闘うことを明らかにした（ 『朝
日新聞』昭和
24・７・２／７・
17付） 。折からアメリカでは〝
赤マッカーシズム
狩り
〟の嵐がさかんに吹き荒れており、同国の外交政策もその影響をうけ、反共
路線をあゆむようになった。
ＧＨＱのＣＩＥ（民間情報教育局）の顧問Ｗ・Ｏ・イールズ博士は、昭和二十四年七月以来
―
日本国内の大学を巡回して、共産主義的教員の
追放と学生のストライキを抑圧するよう主張した。この背景にあるのは、国鉄、各官庁、公社における国家財政再建の名をかりておこなった行政整理がいちおうおわり、ねらいをつけた進歩分子の追放が完了したので、こんどは教育界に旋風が吹いてきたのである。〝赤狩り〟は、新制高校以下の公立学校や国立大学にまでおよんだ。公立学校のばあい、各地の教育委員会が地方議会と話しあったうえ〝教員の定数条例〟をさだめ、一般的な整理のワク内に〝赤い教員〟をふくめたも 全国で千名以上 なっ 。教育基本法第八条第二項は、法律に
たいして深甚の感謝の意を表する。
日本共産党出獄同志
　　
徳田球一
　　　
志賀義雄
　　
外ほか
　
一同
　
　
一九四五年十月十日
共産党 あたらしい闘争方針は、天皇制を打倒し、人民の総意にもとづく〝
人民共和政府〟を樹立することであった。日本共産党は終戦時、米進駐軍を政
共産党の機関紙『赤旗』（第１号，昭和20・10）。
084（33）
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定める学校は、特定の政党を支持し、またこれに反対するための政治教育その他の政治活動を禁じていた。
イールズは、新潟大学で「共産主義的教員は、教職に適していない」と講演した（昭和
24・７） 。また岡山大学の講堂で、一千名の大学関係者
に「大学の自由」というテーマで一時間ほど講演したが、その要旨は、つぎのようなものであった（昭和
24・
11・
11） 。
―
共産党は合法政党であり、憲法で思想の自由は保障されている。が、全国民の政治上の権利と大学教授としての資格は別である。大学で教え
ることは権利でなく、特権である。日本とアメリカでは事情は異るというが、共産主義に関するかぎり、日本はアメリカよりずっと危険な状態にある。
共産党員として立証された者は、学問の社会の一員としての資格をうしなったものである。なぜなら、思想の自由、学問の自由をすでに外部の
権威に売りわたしてしまったからであ （ 『朝日新聞』昭和
24・
11・
12付） 。
イールズは関西をも遊説し、阪大医学部の講堂で、 阪や奈良の各大学の教授 学生ら約百名をまえに講演を
24・
12・２） 。このと
き質疑応答がなされた。
問
　
イールズ声明は、博士個人の意見か、それとも総司令部の見解か。
答
　
わたしの
□不明
であるが、演説の草稿は、総司令部の承認をえているから、総司令部の勧告と了解されたい。
問
　
高瀬文相は、 「共産党員なるがゆえに追放すべきでない」と語ったように報道されているが……
答
　
それは初耳だ。それが事実ならば、総司令部とは正反対の見解である。
問
　
共産党シンパ（共産主義の実践運動に加わらないが、それに共鳴する者） 、秘密党員の取りあつかいはどうか。
答
　
 シンパは、党との間に指揮命令の関係がないか 、追放を要しない。警告にとめてさしつかえないと思う。秘密党員は一般の党員より害毒は少ないが、党員であることが証明さ れば解職すべきである。
問
　
ある大学の教授会じたいが赤化 ているとき ……
答
　
 万一そんなことがあれば、大学には問題を収拾する力がないのだから、国会が大学の存在を取り消すということも り る（ 『朝日新聞』昭和
24・
12・３） 。
（34）083
かくして昭和二十四年の九月はじめから十月半ばまで、共産党員もしくは党のシンパとみられる学者らの追放劇が活発化し、大学教授だけでも
八大学で、三十名が整理通知や辞職勧告の形式で整理された（ 「締め出される赤い教授群」 『真相』第
36号所収、昭和
24・
12・１） 。
新憲法は、国民の思想、信仰の自由をみと ていたが、総司令部は日本を管理し、民主化を推進するつごう上、全国のあらゆる教育現場から進
0
歩的分子
0000
をひとりのこらず追放
00
しようとした。しかし、総司令部の民間情報教育局長ニュージェンド中佐は、日本の教育当局が、総司令部のあと
おしをうけ、共産党員その他の〝赤い教員〟の追いだしをはじめたという事実はまったくない、と言明した（ 『朝日新聞』昭和
24・
11・９） 。
このような〝赤狩り〟から想いだされるのは、大正末から昭和十年代にかけておこなわれた進歩的学者の検挙 追放である。思想、信条の自由
を無視し、政治的自由を剝奪することは戦前のファシズム体制にもどるようなものであった。
こうした赤い教授の粛清（辞職勧告）が進むなかで、東大の出方が注目されている折、かって津田左右吉を東大に招くとき尽力した南原
　
繁
（このとき東大総長）は、 「学問と自由と大学教授の責任」について談話を発表した（ 『朝日新聞』昭和
24・
10・
18） 。
昭和二十四年九月十九日
―
公務員の政治活動禁止に関する人事院規則が公布されてから、各大学で進歩的教授の追放が、 〝辞職勧告〟のかた
ちで表面化し、これに対する反対運動も活発化していた。南原の談話の要旨は、つぎのようなものであった。―
人事院規則は、大学教授について例外的規定をもうけるのが適当である。
わが国はアメリカと事情がちがい、長いあいだ政府の思想統制のもとに、多くの犠牲を払って、学問の自由確立に苦闘してきた。新憲法により
〝学問の自由〟が保障されたいま、われわれ大学人は、何をおいてもこの学問の自由を守らねばならない。大学はどんな思想学説でも研究し、その成果をおしえ、発表するところである。国立大学で、教授が単に特定の政党（しかも合法的に公認された政党）に所属しているとのことだけで、教授として適格性がとやかくいわれる理由はない。
一方、教授は地位と職務を利用して、特定の党派の宣伝をしたり、政治的活動をおこなうなどして 学問にたいする客観的かつ自主的なたいど
をすててはならない。 （……）私学の教授にその自由があって、国立大学の教授にゆるされない は矛盾だ。
当日の記者会見で、
―
赤い教授のリストが、東大内に用意されているか。
との質問に、南原総長は、
082（35）
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―
東大に関するかぎり、そういう事実はない。
と否定した（ 『朝日新聞』昭和
24・
10・
18） 。
要するに吉田内閣は、総司令部にあやつられ
0000000000
赤教授追放政策をおしすすめた形になったが、粛学の嵐は、国立大学にとどまらず、私立大学のほ
うにも吹いてきた。東京女子大学の早坂、宮本ら二教授は辞職勧告をうけたようである（ 『早稲田大学新聞』昭和
25・４・
21） 。
レッド・バージ問題に関する早稲田大学の方針については、島田孝一総長はつぎのように語った。
―
ワセダに関するかぎり、追放はまったく考えられな 。教員、学生をとわず、個人的な政党支持は自由である。しかし、学内においては、左
右をとわず、ある特定の政党のためにおこなう政治活動はみとめられぬという原則が守られていれば問題はない。現在のところ、学内においては、まったく考える余地のない問題である（ 『早稲田大学新聞』昭和
25・４・
21） 。
一方、法律と政治、自由と進歩の老
しにせ
舗大学
―
法政大学（明治十三年［一八八〇］創立の東京法学社が起源）では、きなくさいにおいが感じら
れた。同大学の総長・大内
兵ひょう
衛え
（一八八八～一九八〇、大正・昭和期の経済学者。東大退官後、法大総長）は、教授として不穏（おだやかでな
い）との理由で、
田代教授
　　　
上杉教授
　
□不明
淵教授
　　
乾田教授
らに、 〝辞職勧告〟したらしい。そのため法政大学では、署名運動、学生大会、クラス会の反対決議がおこなわれ、法学部教授会は大きな波紋をえがいた。
事態は、辞職勧告の有無をめぐって紛糾した。ことの発端は 大内総長が、 「教授は責任をとる必要があるのではな か」といったことにあるよ
うだ。かれはま 「わたしはレッドパージはしない」と、東大学生自治会中央委員会代表にか っている（ 『東京大学学生新聞』昭和
25・
12・
14） 。
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津田左右吉があれほどきらった日本共産党は、マッカーサーから反社会的勢力とみられ、昭和二十五年（一九五〇）六月二十六日『赤旗』は、
ＧＨＱの命令により発行停止となったのを皮切りに、党の幹部ら九名に逮捕状が発せられた。かれらは当局の捜査のあみをくぐり抜け、地下に潜行した。マスコミがいちばん興味があ は、何んといっても度胸があり、きも すわった書記長・徳田球一（俗に徳球）の動向であった。かれは同年三月十六日の参院引揚委員会において、こんな口調で語った（ 「徳球たちはどうしている？」 『真相』第五巻第十一号所収、昭和
25・９・
15） 。
―
宣誓をしろだと！
　
なアにがセンセエだ！
　
ガタイ（具体）的な事実も証拠もないのに、ハイハイとセンセエするオレだと思うのかツ！
　
エエンチ
ヤオ（委員長）！
　
バーカもエエかげんにしろツ……
徳田は沖縄の人であり、ことばになまりがあった。声は並外れて大きかった。この発言を聞くと、まるでヤクザの罵
ば
声せい
のようでもある。
むすび（津 小伝にかえて）津田左右吉は、ワセダが生んだきわめてユニークな歴史学者であった。五十年にいちど、百年にいちど出るか出ないかの才物であった。その学
問は、学界ならびに世間一般の常識的通念とまっこうから対立する独創的見解にみちているといわれている
（７）
。かれのような才
さい
子し
は、学校教育のな
かで生れるものではなく、天
てん
稟ぴん
（天資）なのである。天才は学校教育においてつくることができないからである。一
いっ
世せい
の冠
かん
（当代の第一人者）と
いうことばが当てはまるとしたら、津田のばあいがそれである。
かれは帰農した今尾藩士族・津田藤馬の子として生まれた。生家は畑が一反四畝
せ
と水田が六畝
せ
あった。左右吉は幼時、父から漢籍の素読をおそ
わった。父は助教として小学校で教鞭をとった。
その経歴をうかがうと、かれはけっしてエリートコースを歩んだわけではない。ごく平凡な、むしろ な教育をうけ にすぎない。 「学歴につ
いていえば、正式に入学し、正式に卒業したのは 小学校だけで る」 、とみずから語ってい
る（８）
。しかし、この小学校時代が津田の基礎学力のか
ん養に大きな力をはたしたように思え 。その小学校（ 「文明小学校」 ）は、岐阜の加茂郡の下
しも
米よね
田だ
村―
山のなかの農村にあった。
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そこに入学したのは、明治十二年（一八七九） 、卒業したのは十九年（一八八六）であった。在籍すること七年。学科は
―
修身（旧学制下の道徳教育）
　　　
算術（初等数学）
歴史
　　　　　　　　　　　　　　
珠算（ソロバン）
地理
 
注・日本の古典や自然科学については教えられなかった。
などであった。
当時の教科書は、漢文書きくだし風のかたくるしい文章で書かれていた。むかし小学校の教諭を〝
訓くん
導どう
〟といったが、津田の先生は、森
　
達とおる
（好斎）という尾張藩の儒者として修業をつんだ師範学校出身の人であった。当時、このひとは校長であった。
津田は学校の課業のほかに、朱子学者の森先生 ら漢文をまなび、 『日本外史』 （江戸後期の史書。頼山陽が漢文で著わした武家中心の日本史。
二十二巻）や『十八史略』 （宋史にいたる中国の正史） 、 『左伝』 （ 「春秋」の注釈書）などにしたしんだ。漢文はもともと好きであったから、その力はぐんぐん伸び、後年、日本古典、中国や朝鮮の史書をよむとき大きな助けになったようである。この森という先生は、ひとかどの学者たから、津田はありふれた漢学塾に入る必要はまったくなかった。
ついで名古屋の私塾にまなんだ。明治二十一年（一八八八）中学ていどの私立学校に中途から入り、中途でやめてしまった（西本願寺別院設立
の私立中学校） 。明治 十二年（一 八九） ［十七歳］ 、東京専門学校政治科の「校外生」となり、講義録の講読をはじめた。翌明治二十三年（一八九〇） ［十八歳］
―
上京し、四月東京専門学校政治科二年に編入された。入学試験に作文を出され、一時間たらずで書いたものを事務員にわ
たすと、しばらく待たされ、やがて「よろしい」ということで入学を許可された。いま ちがって当時は、随時試験をやり、学生をあつめていたようだ。
大隈がつくったこの学校は、政府の眼からみると〝謀
む
反ほん
人にん
養成所〟であったから、いつも密偵
00
が学校に出入りした。探偵は教室や寄宿舎、人ご
みなどに入り、折さえあれば騒動をおこし、内部から学校を瓦解させようとしたが 謀
はかり
ごとは成功したためしなく、いずれも頓挫した。やがて学
（38）079
生はじょじょにふえ、学校は隆盛におもむいた。
政治科は
―
邦語政治科と英語政治科から成っていたが、津田が入学したのは邦語政治科であった。かれは正式の中等教育をうけていなかった
から、一般の政治や経済その他の学科について、外国語を用いる講義をきくことができなかった。だからこの学科をえらんだ。
明治二十三年当時の課程表をみると、つぎのような科目をおしえた。
邦語政治科課程表 一週時間
第一年前期
一週時間
第一年後期
一週時間
第二年前期
一週時間
第二年後期
一週時間
第三年前期
一週時間
第三年後期
政治学
二
国家論
二二
国家論日本憲法
一二
議院法国法論
三二
英国憲法国法論
二
行政学
二
行政学
経済学財政学
五
貨幣論経済史経原
四
貨幣論経済史経原
二一二
考証経済学応用経済学財政論
二一二
考証経済学応用経済学財政論
二二
銀行論財政論
三二
貿易論為替論財政論
史学
三
上古史
三
中古史
二二
近代史文明史
二二二
近代史憲法史文明史
二二
憲法史文明史
二
文明史
哲学
二
論理学
二
論理学
二一
社会学心理学
二一
社会学心理学
統計学
二
統計原論
二
統計原論
法学
三
法学通論
二
国際公法
二
法理学
二
法理学
文学
二
修辞学
討論
各週一回
国会演習
仝
国会演習
仝
国会演習
仝
国会演習
兼修英語
八
綴
ウエブスター
字書
読
ニユー、 ナシヨナル
本一、 二、 三
八
公
カツセル氏
民読本
米
クワツケンボス
国史
読
ニユー、 ナシヨナル
本第四
八
万
スイントン氏
国史
小
フオーセツト氏
経済史
英
ヂケンス氏
国史
八
ジヨン、ブライト伝ヘ
マコーレー氏
スチングス伝
自
フランクリン氏
伝
八
ラ
ジヨンソン氏
セラス物語
憲
メヂオツト氏
法論
代
スペンサー氏
議政体
八
代
ミル氏
議政体論
サ
ソーシヤ
イエンス
大
クリープランド氏
家文集
体操
二
体操
二
仝上
二
仝上
二
仝上
二
仝上
二
仝上
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政治科
　
第二年級と第三年級の（科目と）担当者は、つぎのようである。
　［第二年級］
（前期・後期）近代史…………坪内雄
（逍遥）
蔵
（前期）応用経済学……… 添田寿一（後期）英国憲法……… 高田早苗（後期）国法論……… 有賀長雄　［第三年級］
（前期）銀行論…………
　
？
（後期）為替論…… 天野為之
　
？
（後期）財政論……
　
？
（後期）行政学…… 宇川盛三郎（後期）統計原論… 呉
くれ
　
文あや
聡とし
　
？
（後期）心理学……… 沢柳政太郎（前期）憲法史…… 高田早苗
　
？
当時の東京専門学校は、津田によると、むかし風の私塾をすこし形をかえたようなものであった。明治二十三年の四月に入り 翌二十四年（一八九一） 夏に卒業したから、この学校に在籍したのは、わずか一年数ヶ月ほどである。学生の年
齢や学歴もまちまちであった。服装はみな和服であった。クラスの人数は、二、三名から二十名前後であったから、寺小屋のようなものであった。
講義はたいてい毛筆で日本紙 筆記したという。津田のクラスには、英語の書物を自由によめるものは少なかった。英語の得意なものは、英語
政治科のほうにいった。学生のなかには、地方の資産家の子弟もすくなくなかった。津田がこの学校をえらんだのは、地方の私立中学にいたとき、
（40）077
そこの先生に東京専門学校政治科出身の人がいて、それがこの学校を受験する誘因になったものらしい。
当時、津田の頭のなかには、大隈さんの学校だとか、官学に対抗する私学というようなことはすこしも考えず、世間的勢力としての帝国大学の
存在を意識していなかった。
岐阜のいなかから んぼ 中の学校にやってきた津田青年（十八歳）は、入学当初、クラスのもの 親しくまじわることなく、ただ講師の講義
をきくだけであった。が、三年生になってから多少は友人もできた。回覧雑誌（ 『青年文学』 ）をつくっていた青年文学会のなかまになり、そこで国木田独歩（英語政治科）と知りあい た。
明治二十四年、津田は政治科を卒業し、得業生となったが、式には出ずに岐阜に帰った。かれは二学年の
闖ちん
入にゅう
者であり、十八、九歳の最年少
者であったにもかゝわらず、卒業の きには年老いた級友をこえ最高点を占めた。成績優秀者は、大隈夫人から賞品をあたえられる習慣があったが、津田は卒業式に出なかったから、 の機会を逸し
ちなみに邦語政治科第三年級当時 津田の成績は
―
銀行論
　　
一〇〇点
　　　
為替論
　　　
九〇点
財政論
　　
八六点
　　
行政学
　　
一〇〇点
統計原論
　　
九六点
　　
心理学
　　
九二点
憲法史
　　　
九五点
 
注・ 『半世紀の早稲田』 ［非売品］ 、早稲田大学出版部、昭和７・
10より。
計七科目の平均点は、九四・一点、順位は第一位であった。
東京専門学校の教育が、津田にいかなる学的な利益をあたえたかについては確言はできない。が 講義のあいまに、気のむくまゝ、手ごろの本
をよんでいたらしい。当時、学問のことは 何もわからなかった。学校の講義よりも 好きな本をよむほうが のしかった。学生時代の津田からは、後年の歴史学者としてのすがたをかいま見ることができ い。
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かれは課業のほか、どんなものを読んでいたのか。雑誌では『国民之友』 『日本人』 『しがらみ草紙』 『史学雑誌』 『史海』などをよみ、日本の古
典では、 『日本文学全書』 （博文館）や『日本歌学全書』 、宣長の『古訓古事記』や『日本書紀』の本文をはじめてよんだ。
日本人である以上、国漢ができるに越したことはないが、それらは外国語とおなじように、とても修得できるものではない。国語についていえ
ば、生活上こまらないていどに読み書きできればよしとせねばならぬ。しかし、歴史学のように研究の範囲が他国にまたがるようなものは、外国の文献がよめないと何もできない。筆者の恩師などは、語学ができ いと学者にはなれぬとよくいっていた。
津田は小学校を卒業したとき、名古屋へ出てもうすこし修業した と思った。そのころ学ぶ必要があった学科は、英・漢・数であった。漢文を
のぞき、英語と教学につ て まにあわせの、いいかげんな二、三の私塾で学んだが、ほとんど得るところがなかった。英語は形ばかりの訳読をならっただけであったというから 深くは修めなかった 「子どもの時のおもひで」以後［遺稿］ ） 。
しかし、政治科の学生のとき、左記の英書をもち、目を通していた。
トマス・バビングトン・マコーレー（一八〇〇～五九、イギリスの歴史家・政治家）…………………『イギリス史』 （刊行年不詳）ヘンリー・トマス・バックル（一八二一～六二、イギリスの歴史家）……………………… 『英国文明史』 （一八五七、一八六一）フランソワ・ピェール ギローム・ギゾー（一七 七～一八七四、フランスの政治家・歴史家） 『ヨーロッパ文明史』 （英訳）トマス・カーライル（一七九五～一八八 、イギリスの評論家・思想家・歴史家） 『英雄崇拝論』 （一八四一）フリードリヒ・カルル アルバート・シュヴェ グラー（一八一九～五七 ドイツ 哲学者） 『哲学史』 （刊行年不詳）
このうちマコーレーの『イギリス史』は、ことば使いがむずかしく よくわからず すこし読んでやめ バックルやギゾーもよんだかよまな
かったか、はっきりしない、というから、途中からよむのを放棄したものであろう。けれどカーライルの『英雄崇拝論』
　
は、ある感激をもって
読み、ま シュヴェーグラーの『哲学史』は ほねを折って読ん という。しかし、いなか市の塾で、訳読を教わっただけ 英語力で、はたしてこれらの高級な英文を理解できたであろうか。かれは「それをよむだけ 素養はな ったにちがいないから、よむにはよ でも実は何もわからなかったであろう」 （ 「自叙伝」 ）と べて る。かれは語学についてこんなことをいって る
（42）075
語学はその才がなく、教師につかなかったのと、努力が足りなかったために、何をはじめてもものにならなかった、と。英語だけは、曲りなり
に、一応の意味をとるくらいの力しかなかった（ 「自叙伝」 ） 。かれは英語以外に、独学にちかい形で、フランス語やドイツ語の学習をはじめたが、長つづきしなかった。ゲーテの『ファウスト』の原書をよまんとし、半日ほどかゝってわずかに二頁しかよめなかったという（日記「おもい草」明治
29・
10・３付） 。
英語だけは、たどたどしい読み方であったが、どうにか役立つまでになった。その他の言語はそれには及ばなかったようだ。幼いころより慣れ
したしんだ漢文の読解において異常な才能を発揮したけれど、西欧語だけはおもうようにゆかなかったということであろう。とはいってもかれはじつに くさんの英書をよんで ること 忘れてはならない。
津田は学校で、ついぞ歴史学の専門教育をうけたことはなかったが、恩師・柳沢政太郎によ 、学習院の新進教授であった白鳥庫
くら
吉きち
（一八六五
～一九四二、明治から昭和期にかけての東洋史学者、のち東大教授）を紹介され、師事するようになった。津田は白鳥より西洋史の教科書の編さんや満鉄調査室のしごとを手伝ううち じょじょに学問的な研究方法を独力で身につけていった。津田によると、白鳥先生とたびたび話をするうちに、
学問の匂い
00000
といったものが
かすかながら感じられ
0000000000
、学問の一つとしての歴史に心がひかれるようになったという（ 「自叙伝」 ） 。白鳥はり
っぱな学者であったから、その人と接し、そ 人が書いた論文をよむうちに、知らず知らず 薫
くん
染せん
（よい感化）をうけたということであろう。
のちに津田は、県立や私立の中 教師をへて、明治 末年に満鉄東京支社の満韓史の研究室の調査員 なり、研究者としての生活をはじめた。
このときまだ研究のやり方がわからず、研究はじぶんでするも
00000000000
だということを知った。が、これは新しい発見であった。
白鳥教授 私的な助手のような形ではじめた研究活動において、やがてかれは特殊 問題についての学問的研究
―
とくに原典批評の方法
0000000
をさ
とるようになった。また日本史の研究には、中国と朝鮮の史書を用いねば らぬことを痛感した。
満韓史研究に従事するかたわら、津田は十年計画で日本の文学思潮史をまとめること 思い ち、大正十年（一九二一） 、 『神代史 新
しい研究』 （大正２） 、 『
文学に現はれた
我が国民思想の研究』 （全四冊）を刊行し、また昭和八年（一九三三）までの間に、 『神代史の研究』 （大正
13） 『古
事記
及
日本書紀の新研究』 （大正
13） 『道家の思想と其の展開』 （昭和２） 、 『日本上代史研究』 （昭和５） 『上代日本の社会及び思想』 （昭和８）など
を著わし、さらに『左伝の思想史的研究』 （昭和
10） 『儒教の実践道徳』 （昭和
13） 『支那思想と日本』 （昭和
13） 『論語と孔子の思想』 （昭和
21）な
ど、力作をつぎつぎと公刊した。
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なお津田は東京専門学校に在籍したが、卒業後は学校とは無縁であり、名をワセダと変ってからもおなじであった。ましてや教授らともなんの
交渉もなかった。ところがワセダの国史の教授・吉田東
とう
伍ご
（一八六四～一九一八、明治期の歴史地理学者。小学校教員、北海道庁書記をしながら、
独学で日本史、地理をまなんだ）が急死した で、大隈によってワセダに招聘された。
大正六年（一九一七） ［四十五歳］九月
―
早稲田大学文学部講師。翌七年十月、史学科教授となったが、昭和十五年（一九四〇）一月筆禍に
より退職するまでその職にあった。
人間だれしもえらい人、学者になろうとして学問の世界に入ってゆくものでないらしい。津田のばあい、はじめから学者として、世に立とうと
いう気はなかったのである。が、結果として、学者になり、戦前における日本歴史学の最高水準 達した。もともと本をよんだり、考えたりすることが好きであったという。かれの学問は 学界の趨
すう
向こう
とか思想界の潮流とかかわりがないものであった。津田のしごと（研究）はかれだけのも
の、世間から孤立したものであり、世間や学界 ら相手してもらえない場合もすくなくなかったという。しか 、かれは無視されても不満を感じたこともなく、ひとりで問題をつく ひとりでそれを考え、ひとりでそれをたのしんだ（ 「わたくしの信条」 ） 。
またじぶんの考えと異なるばあいで 、相手に論争をしかけたり、また他 学者の作品を批評することもいちどもなかった。 （白鳥先生のよう
な）敬愛する先輩やわずかの知友もいたが、しごとを進めるうえで大きなはずみとなっ は、岩波書店といった後
パトロン
援者がつき、書いたものをつ
ぎつぎと世に出してくれたことである。
先生や友人や研究仲間なしで、ひとりで学ぶと、ひとりがてんのところが多い
0000000000000
といった欠点
00
があり、いわゆる唯
ゆい
我が
独どく
尊そん
（じぶんだけがすぐれて
いると自負する）の幣
へい
におちいりやすいが、津田は元来、人に接し、世間と交わることがへたであり、ひとり旅のほうを好んだ。
津田は他人の学説をめったに引用 ないばか か、それを手本にすることもしなかった。かれの考えや講説は、史料をよんでじぶんの頭で判断
し、消化したもので、自己流のものであった。そのような態度は、わるくいえば、研究のよしあしをべつに、独善的であったといえる。
この稀
き
代たい
の史家は、昭和二十四年（一九四九）十一月四日
―
志賀直哉、谷崎潤一郎ほか六名とともに文化勲章にかがやき、宮中における式の
のち天皇と会食したが、その きどのような感懐をもったもの 。……
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昭和十七年（一九四二）七月［七十歳］
―
津田はなにかの折に、弟子の栗田直躬にいった。 「じぶんのいのちは、これから十年そこ〳〵かと
思ふが……」と。津田はかなり前から、じぶんの葬式のことを考えていたらしい。葬儀は密葬とし、あとは追悼会でもやってもらえればよいと考えた。晩年、郷里の先祖や両親の墓参をすませた（栗田直躬「墓域づくり覚えがき」 ） 。
昭和十八年（一九四三）一月末
―
埼玉県新座市野
の
火び
止とめ
の平林寺（臨済宗妙心寺派の寺、川越藩主の菩提寺）をおとずれ、寺の格別な配慮によ
り、西側の雑木林
―
上山霊園に墓地をえた。墓石には小
こ
松まつ
石いし
（伊豆半島の海岸一帯で産する。灰色できめはこまかい）が用いられ、地震にも耐
えるようにかまぼこのような形をしている。
碑面には「無」とある。これは掛軸にあったものを縮写したものである。津田左右吉博士は、いまここに眠っている。津田は亡くなる前のとし
―
昭和三十六年（一九六一）十月三日
―
ワセダ大学で米
べい
寿じゅ
（八十八歳）の祝賀会があり、そのとき若い学生らに、
学問的精神について講演した。かれはこんな話をした―
人生はみじかい。わずかに何十年かにすぎない。このみじかい一生
000000
において、日々研究を重ねていっても
000000000000
、なしうるところは知れたもの
0000000000000
であ
昭和三十六年（一九六一）十二月四日
―
午前四時、津田は老衰によ
り、東京都武蔵野市境一四二七の自宅において亡くなった。享年八十八歳であった。その死は『朝日』 『毎日』 『読売』の各紙によって、写真入りで報じられ さいごまでじぶんの著作に改修の手をくわえていた。
一方、津田とともに出版法違反で起訴された岩波茂雄は、終戦の翌年
（昭和二十一年四月）脳溢血により亡くなった。享年六十五歳であった。生前、津田とともに筆禍事件に連座したとき、男気があった岩波は、弁護士や法廷に提出する印刷物の手配など、津田のためにいたれりつくせり、最大限奉仕したこ はよく知 ており は終生岩波にふかい感謝の念をもちつづけ 。
津田左右吉博士の墓。（平林寺―上山霊園）
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る。すこしわかりかけて来たと思うころは、一生におわりを告げるときである。個人のしごとには、おわりがあるが、学問的研究には限りがない。
若いひとが老いたるものの跡をつぎ、世代をかさねしごとをつづけてゆく。学問は遠いむかしから、このようにして発達してきた。自由な精神
と態度とをもって学問を更新、発展させていって欲しい。
いつ死ぬかわからないが、生きているあいだは、今日のことを今日のこととして努力したいと思っている。わたしはますます老いてゆ ますが
000000000000
、
永遠に学生であります
0000000000
（ 『早稲田大学アルバム』早稲田大学新聞会、昭和
38・１） 。
津田がい たかったのは、自由研究の学問的精神
0000000000
を体得
00
し、学問の発展に寄与してほしいということであった。かれは一年後の翌年の秋十月に
没したから、これがかれの遺言となった。……
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